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（平成 �� 年度資料㸷） 

 

㉸㧗ゎീ度ෆ‴ࣔࣝࢹの㛤Ⓨ 

中ኸ水産研究ᡤ ᾏὒ・生ែ⣔研究ࢱࣥࢭ  ࣮

໭ᾏ㐨༊水産研究ᡤ 生産⎔ቃ㒊 

 

研究の背景・目的 
1� ἢᓊ・ෆ‴ᇦでは㣴Ṫ業が多くႠまれていますが、

᭷ᐖ㉥₻や㈋ᰤ㣴などの⎔ቃၥ題が㣴Ṫ業⪅のᝎみ

の✀になっています。஑ᕞෆ‴ᇦでも、ࣟࢢ࣐、ࣜࣈ、

、などのᾏ㠃㣴Ṫ業が多くႠまれていますがࢢࣇࣛࢺ

ఀ୓㔛‴や㇏後水㐨などのᾏᇦでは、᭷ᐖなࢽࣞ࢝

㉥₻が発生することにより、㣴Ṫ㨶㢮࢖ࢺ࣑ࣔ࢟・࢔

ᩢṚなどの⁺業⿕ᐖが発生しています。 
2� ఀ୓㔛‴ではࣔࢢࣥࣜࢱࢽによる㉥₻発生の┘ど

は行われていますが、発生機構が༑ศに解᫂されてい

ませんでした。その一つのせᅉに、‴ෆのὶ動㐣⛬が

୙᫂なことがありました。なࡐなら、ఀ ୓㔛‴は」㞧

なᆅᙧのため、ほ による㠃ⓗなὶ動㐣⛬のᢕᥱがᅔ

㞴だからです。 
3. 今回、平成 29 年に᭷ᐖ㉥₻発生により⁺業⿕ᐖが

生ࡌたఀ୓㔛‴を対㇟とした㉸㧗解ീ度ෆ‴ࣔࣝࢹ

を開発し、‴ෆὶ動のᢕᥱཬび㉥₻⛣ὶᣑᩓ実㦂を実

᪋するとともに、௚課題にᛂ⏝ྍ⬟なࣔࣝࢹ開発基┙

の☜立を行いました。 
 
研究成果 
1� 水平解ീ度0�000��度（⣙�0�80P）という㧗ศ解⬟

で解ᯒすることで、ఀ ୓㔛‴ᮾ㒊㹼中㒊におけるᆅᙧ

が」㞧なᾏᇦのὶ動㐣⛬をࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ上で෌現す

ることがྍ⬟となりました（図㸯）。 
2. ෌現されたὶ動㐣⛬を⏝いた㉥₻⛣ὶᣑᩓ実㦂（⢏

Ꮚࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ）により、ึ 期に㉥₻がฟ現した

ᮾ㒊ᾏᇦに㓄⨨した⢏Ꮚがᾏὶによりす㒊ᾏᇦにま

で㍺㏦されることが♧されました。この⤖果は、㉥₻

ᣑ大に⛣ὶ㐣⛬がᙳ㡪したことを♧၀しています（図

㸰）。 
3� 本ࣔࣝࢹはᾏἣண ࣒ࢸࢫࢩ FRA-ROMS のὶ

向・ὶ㏿、水 、ሷศの㧗⢭度෌解ᯒ್を⏝いたこと

により、Ἀྜᾏὒ現㇟のఀ୓㔛‴࡬のἼཬຠ果を評価

することがྍ⬟になり、㉥₻᫬の๻ⓗなᾏἣኚ動を理

解することがྍ⬟となりました。 
 
 

波及効果 
1� 開発されたෆ‴ࣔࣝࢹは㉥₻対策事業に฼⏝され、

これまで୙᫂だったᣑ大機構解᫂に貢献しました。そ

の成果はఀ୓㔛‴㉥₻対策ࣥ࢖ࣛࢻ࢖࢞にも活⏝さ

れています。 
2� 開発されたᡭ法は、ఀ ୓㔛‴の㉥₻だけでなく、௚

ᾏᇦの⎔ቃၥ題の解᫂にも⏝いられることが期待さ

れます。 

 
図１．㉸㧗ゎീ度ෆ‴ࣔࣝࢹで෌⌧ࢀࡉた⾲ᒙのᾏὶࠋ

⾲ᒙに赤₻ᣑ኱᫬にᙉいすྥὶがࢀࡽࡳたࠋ 

図２．⢏Ꮚ㏣㊧実㦂⤖果ྠࠋ᫬ᮇにึᮇⓎ⏕ᾏᇦのᮾ㒊

ᾏᇦかࡽす㒊ᾏᇦにࡲで赤₻がᣑ኱していたࡇとがࣔ

 ࠋているࢀࡉングで☜ㄆࣜࢱࢽ
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